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令和4年12月定例会は、11月30日（水）から始まる予定です。

　
文
化
協
会
絵
画
部
は
、
講

師
と
し
て
才
野
皓
弘
先
生
を

お
迎
え
し
て
、
二
十
五
年
経

ち
ま
す
。
月
1
回
の
定
例
会

で
、
各
人
の
個
性
を
生
か
し

た
指
導
を
受
け
て
い
る
グ
ル

ー
プ
（
あ
し
べ
会
）
と
、
他

の
講
師
に
習
っ
て
い
る
人
、

個
人
で
活
動
し
て
い
る
人
達

の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成

し
て
お
り
ま
す
。

　
あ
し
べ
会
で
は
、
０
号
の

小
さ
い
作
品
か
ら
50
号
の
大

き
な
作
品
ま
で
、
静
物
、
風

景
、
人
物
等
自
分
が
描
き
た

い
物
、
感
動
し
た
事
等
を
絵

に
し
て
い
ま
す
。
楽
し
く
描

く
事
が
目
標
で
す
が
、
作
品

作
り
に
苦
悩
し
な
が
ら
、
ま

た
出
来
上
が
っ
た
作
品
に
喜

び
を
共
有
し
な
が
ら
、
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
て
制
作
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
時
間

を
忘
れ
て
没
頭
し
て
描
く
の

も
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
。

　
主
な
活
動
は
、
４
月
に
あ

し
べ
会
絵
画
展
、
11
月
に
町

の
産
業
文
化
祭
の
作
品
展
、

笠
岡
ワ
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
の
展
示
に
、
公
募
展
に
も

挑
戦
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

個
人
で
は
郵
便
局
、
病
院
等

に
作
品
を
展
示
し
て
多
く
の

方
々
に
見
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
年
1
回
の
ス
ケ
ッ
チ
旅
行

は
コ
ロ
ナ
禍
で
行
く
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
が
、
美
術
館
へ

出
向
き
、
絵
画
鑑
賞
は
会
員

と
の
親
睦
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
油
絵
の
利
点
は
、
油
絵
具

が
乾
い
た
ら
、
何
度
で
も
書

き
直
し
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
油
絵
を
始
め
て
み
よ
う
と

思
う
方
、
水
彩
画
か
ら
始
め

よ
う
と
思
わ
れ
る
方
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
是
非

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

シ

リー
ズ 活活動動こんなこんな しています！しています！

第８回

（仁科千）
（10）……………………………………………町政を問う！（5人が登壇）
（16）………………シリーズ こんな活動をしています（文化協会 絵画部）

里
庄
町
文
化
協
会

　
　
　
　
　絵
画
部

………………………………………………………（5）令和4年度補正予算
………………………………………………………………（8）請願審査2件

おいしい米を作るぞ！おいしい米を作るぞ！



里庄町議会だより　No.110 ̶ 2 ̶̶ 3 ̶

　
令
和
４
年
第
７
回
定
例
会
は
９
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
、
条
例
の
制
定
１
件
、
一
部
改
正

３
件
、
令
和
４
年
度
補
正
予
算
８
件
、
令
和
３
年
度
決
算
９
件
、
人
事
案
件
１
件
、
岡
山
県
西
部
地
区
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
の

解
散
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
２
件
、
請
願
１
件
が
あ
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
及
び
令
和
３
年
度
決
算
、
請
願
に
つ
い
て
は
、
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
に
は
５
人
が
登
壇
し
、
町
の
姿
勢
や
考
え
を
問
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定例
　会
定例
　会
定例
　会

月

里庄町議会だより　No.110

中学校体育館に設置された空調設備

9月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　 （補正額）

（4億607万円）
（72万円）

（3475万円）
（△545万円）
（19万円）

　
（303万円）
（2万円）

　
（1千円）
（1千円）
（4万円）
（4万円）

55億1180万円
10億8256万円
12億2202万円
1億8997万円

478万円
　　

2億8479万円
1億2491万円

　　
3億9728万円
3億5151万円
2億7385万円
4億5721万円

　
当
該
老
人
ホ
ー
ム
は
建
物

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と

共
に
、
入
所
者
も
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
様
な
実
情
を
勘

案
し
、
令
和
６
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
、
組
合
を
解
散
し

ま
す
。

岡
山
県
西
部
地
区

養
護
老
人
ホ
ー
ム

組
合
の
解
散

9

58億2353万円　全会一致で認定58億2353万円　全会一致で認定
令和4年度一般会計補正予算は賛成多数で可決　　

一般会計歳出一般会計歳出
令和３年度
決算

一 般 会 計
国民健康保険特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別
町 営 墓 地 特 別
水道事業会計

収益的支出
資本的支出

公共下水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

※一般会計と合計額が違うのは、上記は普通会計の額であり、一部特別会計が含まれている結果のためです。

　
・
一
般
会
計

４
億
９
０
８
８
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

１
億
１
７
０
万
円

　
・
一
般
会
計

３
億
３
３
５
１
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

１
０
７
８
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

１
億
７
５
７
５
万
円

　
・
一
般
会
計

37
億
５
５
５
７
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

１
０
２
９
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

34
億
６
６
３
９
万
円

　　
　  

※
起
債
残
高
の
う
ち
、
概

　
　
　
　
算
41
・
７
億
円
が
地

　
　
　
　
方
交
付
税
に
算
入
さ

　
　
　
　
れ
る
見
込
み
。

　
財
政
調
整
基
金

10
億
９
１
０
３
万
円

　
い
き
い
き
里
庄
基
金１億

円

　
地
域
振
興
基
金

５
８
９
４
万
円

　
開
発
基
金

２
億
５
１
２
３
万
円

　
減
債
基
金２億

６
９
９
万
円

　
ふ
る
さ
と
保
全
基
金

　
６
６
０
０
万
円

　
文
化
振
興
基
金４億

４
万
円

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

１
億
１
０
０
万
円

　
教
育
施
設
整
備
改
修
基
金

２
億
９
５
９
万
円

　
土
地
開
発
基
金

１
億
３
０
２
万
円

　
環
境
整
備
基
金

５
０
３
９
万
円

　
古
山
基
金１
０
０
８
万
円

　
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

２
２
５
万
円

　
　 

　
端
数
処
理
を
し
て
い
る

　
　
　 

た
め
、
合
計
額
が
一
致

　
　
　 

し
な
い
場
合
が
あ
る
。

令
和
３
年
度
起
債
額（
借
金
）

令
和
３
年
度
公
債
費（
元
金
償
還
金
）

令
和
３
年
度
末
起
債
残
高（
元
金
）

一般
会
計
の
基
金（
貯
金
総
額
）

町
の
借
金
と
貯
金（
令
和
３
年
度
の
状
況
）

５
億
２
０
０
４
万
円

５
億
９
２
５
８
万
円

2６
億
５
０
５
５
万
円

72
億
３
２
２
５
万
円 ※

目的別歳出状況
民　生　費
総　務　費
衛　生　費
教　育　費
土　木　費
公　債　費

消　防　費
災害復旧費
農林水産業費
議　会　費
商　工　費

18億1482万円
12億9611万円
6億8217万円
5億7411万円
5億 919万円
3億5029万円

2億9185万円
1億2449万円
8530万円
6916万円
1668万円

31.2
22.3
11.7
9.9
8.8
6.0

5.0
2.1
1.5
1.2
0.3

定
例
会

構成比（％） 構成比（％）

合　計 58億1425万円

人  

事

里
庄
町
教
育
委
員
会
委
員

任

　命

里
庄
町
大
字
里
見堀

　
　
朝
子
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補
　
正

工事完了した奥迫池

一
般
会
計
補
正
予
算
主
な
事
業

第
４
回

事
業
歳
出主な事業の歳出主な事業の歳出

令和3年度令和3年度

◆障害福祉事業

◆社会福祉団体補助

◆老人福祉一般経費

◆介護保険拠出事業

◆児童手当

◆保育所給付

◆児童発達支援

◆臨時特別給付金

◆コミュニティー事業

◆ふるさと納税事業

◆新型コロナウイルス感染症ワクチン接種

◆東西小、中学校屋内運動場空調設備新設

◆教育施設トイレ改修

◆学校生活支援員

◆道路維持一般経費

◆道路新設改良事業

◆地籍調査事業

◆町債償還金

◆農林水産施設災害復旧

◆農業用施設整備

◆公共下水道整備事業

２億8631万円
3594万円

1億1569万円
1億7125万円
1億8642万円
3億 639万円
9308万円

1億8557万円
1976万円
9237万円

1億1325万円
7435万円
3029万円
3422万円
2543万円
9474万円
6922万円

3億5029万円
1億2369万円
3442万円

2億1144万円

4年度令和

　
令
和
４
年
度
補
正
予
算

８
件
は
、
予
算
決
算
委
員

会
で
審
議
し
、
全
て
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
　正
補
　正
補
　正

　
役
場
南
に
駐
車
場
整
備
す

る
為
の
用
地
購
入
を
し
ま
す
。

　
約
50
台
分
の
予
定
で
す
。

用
地
購
入

　
　
２
５
５
０
万
円

　
指
田
川
等
の
堰
改
修
の
設

計
等
委
託
料
で
す
。

農
業
用
施
設
整
備
事
業

　
　
　
７
０
０
万
円

　
浜
中
地
区
、
浜
中
１
７
５

号
線
で
浜
中
バ
イ
パ
ス
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
新
設
工
事
費

の
追
加
分
で
す
。

道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
５
０
０
万
円

基
金
積
立
金

３
億
５
５
３
７
万
円

　
以
上
の
基
金
に
積
み
立
て

ま
す
。

財
政
調
整
基
金

　
　
　
２
億
１
５
３
７
万
円

開
発
基
金
　
９
０
０
０
万
円

教
育
施
設
整
備
改
修
基
金

　
　
　
　
　
５
０
０
０
万
円

２
０
０
台
確
保
の
考
え
は

総 

括 

質 

疑

　
　
　
　
　
用
地
購
入
費
だ

が
、
数
百
台
止
め
ら
れ
る
用

地
を
確
保
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
今
考
え
て
い
る

の
は
50
台
。

　
費
用
対
効
果
を
見
て
、
最

低
限
必
要
と
す
る
台
数
程
度

で
、
財
政
的
に
も
許
せ
る
だ

ろ
う
と
い
う
範
囲
の
提
案
を

し
た
。

　
　
　
　
　
少
な
く
と
も
２

０
０
台
の
確
保
が
必
要
。
考

え
る
余
地
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
民
間
開
発
が
進
ん

で
、
宅
地
が
で
き
れ
ば
人
が

来
る
。

　
定
住
促
進
に
も
な
り
、
固

定
資
産
税
も
入
り
、
財
源
の

確
保
に
も
資
す
る
部
分
が
あ

る
。

　
開
発
業
者
と
話
を
し
な
が

ら
、
50
台
か
ら
80
台
へ
増
や

す
考
え
は
あ
る
。

眞
野
議
員

髙
田
議
員

髙
田
議
員

　
　
　
　
　
積
立
て
を
す
る

ほ
ど
残
さ
ず
に
、
生
活
道
路

等
の
整
備
を
し
て
欲
し
い
と

思
う
が
、
今
後
ど
う
考
え
る

か
。

　
　
　
　
基
金
へ
積
み
増
す

こ
と
が
正
解
で
は
な
く
て
、

や
は
り
適
切
に
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
て
い
く
の
が
、

一
番
大
切
な
と
こ
ろ
。

　
あ
る
一
定
の
基
金
は
、
確

保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

　
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て

は
、
絶
対
安
心
と
い
う
額
は

な
か
な
か
確
保
で
き
な
い
。

　
中
・
長
期
的
に
、
財
源
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
住

民
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
町
道

の
整
備
に
充
て
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

総
務
課
長

一
般
財
源
の
確
保
を

　
　
　
　
　
　
い
ろ
い
ろ
な

課
題
を
考
え
な
が
ら
、
も
う

少
し
積
極
的
に
転
換
し
て
は
。

　
　
　
　
い
ろ
い
ろ
な
考
え

方
が
あ
る
と
思
う
。

　
駐
車
場
の
確
保
、
下
水
道

事
業
、
要
望
が
出
て
く
る
小

水
路
補
修
、
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
駅
前
開
発
な
ど
大

切
な
こ
と
。

　
全
体
の
事
業
バ
ラ
ン
ス
を

見
な
が
ら
、
緊
急
性
と
重
要

性
を
鑑
み
て
、
し
っ
か
り
順

位
を
つ
け
て
、
将
来
に
つ
な

が
る
投
資
に
も
予
算
配
分
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
今
後
基
金
も
活
用
で
き
た

ら
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
国
保
の
基
金

も
、
３
億
５
０
０
０
万
を
超

え
て
い
る
。
財
政
安
定
化
支

援
事
業
繰
出
金
の
繰
入
れ
を

減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

般
会
計
の
財
源
を
確
保
し
て

は
ど
う
か
。

町

　長

仁
科
英
議
員

仁
科
英
議
員

町

　長

　
　
　
　
交
付
税
算
入
部
分

は
、
国
保
会
計
に
繰
り
出
す

の
が
当
然
。

　
積
み
上
が
っ
た
分
を
税
額

を
下
げ
て
、
国
保
税
の
負
担

感
を
和
ら
げ
る
の
が
必
要
に

な
っ
て
き
た
と
の
考
え
で
、

令
和
４
年
度
単
年
で
国
保
税

率
を
下
げ
た
。

　
し
っ
か
り
精
査
し
て
、
国

保
会
計
が
安
定
的
に
運
営
さ

れ
る
こ
と
を
大
前
提
に
取
り

組
む
。

町

　長

居宅・生活介護、就労支援等扶助費他

社会福祉協議会、シルバー人材センター等への補助

後期高齢者医療療養給付費他

介護保険特別会計に

０～15歳を対象に給付

町内２園に給付

児童発達支援、放課後デーサービス支援等

子育て世帯へ給付の対応

まちづくり補助金、公会堂整備補助金等

ふるさと納税返礼事務委託料等

新型コロナウイルス対応ワクチン接種一連の事業費

町内小中学校の体育館に空調機32台の設置

東・中央公民館・西小の和式を洋式トイレに改装

園児、児童、生徒の学習・体験活動等を支援する為25人配置

道路小修繕、舗装等修繕工事等

道路新設改良工事、用地購入等

現地調査、測量等を実施（町内全域終了）他

元金、利子を含む町債償還金

奥迫池（古井）復旧工事請負費

水路等の改修工事等

里見地区の整備工事を実施　普及率68.8％

（ 民 生 費 ）

（ 民 生 費 ）

（ 民 生 費 ）

（ 民 生 費 ）

（ 民 生 費 ）

（ 民 生 費 ）

（ 民 生 費 ）

（ 民 生 費 ）

（ 総 務 費 ）

（ 総 務 費 ）

（ 衛 生 費 ）

（ 教 育 費 ）

（ 教 育 費 ）

（ 教 育 費 ）

（ 土 木 費 ）

（ 土 木 費 ）

（ 土 木 費 ）

（ 公 債 費 ）

（災害復旧費）

（農林水産業費）

（建設改良費）

髙
田
議
員

町

　長
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補
　
正

工事完了した奥迫池

一
般
会
計
補
正
予
算
主
な
事
業

第
４
回

事
業
歳
出主な事業の歳出主な事業の歳出

令和3年度令和3年度

◆障害福祉事業

◆社会福祉団体補助

◆老人福祉一般経費

◆介護保険拠出事業

◆児童手当

◆保育所給付

◆児童発達支援

◆臨時特別給付金

◆コミュニティー事業

◆ふるさと納税事業

◆新型コロナウイルス感染症ワクチン接種

◆東西小、中学校屋内運動場空調設備新設

◆教育施設トイレ改修

◆学校生活支援員

◆道路維持一般経費

◆道路新設改良事業

◆地籍調査事業

◆町債償還金

◆農林水産施設災害復旧

◆農業用施設整備

◆公共下水道整備事業

２億8631万円
3594万円

1億1569万円
1億7125万円
1億8642万円
3億 639万円
9308万円

1億8557万円
1976万円
9237万円

1億1325万円
7435万円
3029万円
3422万円
2543万円
9474万円
6922万円

3億5029万円
1億2369万円
3442万円

2億1144万円

4年度令和

　
令
和
４
年
度
補
正
予
算

８
件
は
、
予
算
決
算
委
員

会
で
審
議
し
、
全
て
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
　正
補
　正
補
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役
場
南
に
駐
車
場
整
備
す

る
為
の
用
地
購
入
を
し
ま
す
。

　
約
50
台
分
の
予
定
で
す
。

用
地
購
入

　
　
２
５
５
０
万
円

　
指
田
川
等
の
堰
改
修
の
設

計
等
委
託
料
で
す
。

農
業
用
施
設
整
備
事
業

　
　
　
７
０
０
万
円

　
浜
中
地
区
、
浜
中
１
７
５

号
線
で
浜
中
バ
イ
パ
ス
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
新
設
工
事
費

の
追
加
分
で
す
。

道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
５
０
０
万
円

基
金
積
立
金

３
億
５
５
３
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万
円

　
以
上
の
基
金
に
積
み
立
て

ま
す
。

財
政
調
整
基
金

　
　
　
２
億
１
５
３
７
万
円

開
発
基
金
　
９
０
０
０
万
円

教
育
施
設
整
備
改
修
基
金

　
　
　
　
　
５
０
０
０
万
円

２
０
０
台
確
保
の
考
え
は

総 
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疑

　
　
　
　
　
用
地
購
入
費
だ

が
、
数
百
台
止
め
ら
れ
る
用

地
を
確
保
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
今
考
え
て
い
る

の
は
50
台
。

　
費
用
対
効
果
を
見
て
、
最

低
限
必
要
と
す
る
台
数
程
度

で
、
財
政
的
に
も
許
せ
る
だ

ろ
う
と
い
う
範
囲
の
提
案
を

し
た
。

　
　
　
　
　
少
な
く
と
も
２

０
０
台
の
確
保
が
必
要
。
考

え
る
余
地
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
民
間
開
発
が
進
ん

で
、
宅
地
が
で
き
れ
ば
人
が

来
る
。

　
定
住
促
進
に
も
な
り
、
固

定
資
産
税
も
入
り
、
財
源
の

確
保
に
も
資
す
る
部
分
が
あ

る
。

　
開
発
業
者
と
話
を
し
な
が

ら
、
50
台
か
ら
80
台
へ
増
や

す
考
え
は
あ
る
。

眞
野
議
員

髙
田
議
員

髙
田
議
員

　
　
　
　
　
積
立
て
を
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ほ
ど
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さ
ず
に
、
生
活
道
路

等
の
整
備
を
し
て
欲
し
い
と

思
う
が
、
今
後
ど
う
考
え
る

か
。

　
　
　
　
基
金
へ
積
み
増
す

こ
と
が
正
解
で
は
な
く
て
、

や
は
り
適
切
に
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
て
い
く
の
が
、

一
番
大
切
な
と
こ
ろ
。

　
あ
る
一
定
の
基
金
は
、
確

保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

　
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て

は
、
絶
対
安
心
と
い
う
額
は

な
か
な
か
確
保
で
き
な
い
。

　
中
・
長
期
的
に
、
財
源
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
住

民
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
町
道

の
整
備
に
充
て
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

総
務
課
長

一
般
財
源
の
確
保
を

　
　
　
　
　
　
い
ろ
い
ろ
な

課
題
を
考
え
な
が
ら
、
も
う

少
し
積
極
的
に
転
換
し
て
は
。

　
　
　
　
い
ろ
い
ろ
な
考
え

方
が
あ
る
と
思
う
。

　
駐
車
場
の
確
保
、
下
水
道

事
業
、
要
望
が
出
て
く
る
小

水
路
補
修
、
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
駅
前
開
発
な
ど
大

切
な
こ
と
。

　
全
体
の
事
業
バ
ラ
ン
ス
を

見
な
が
ら
、
緊
急
性
と
重
要

性
を
鑑
み
て
、
し
っ
か
り
順

位
を
つ
け
て
、
将
来
に
つ
な

が
る
投
資
に
も
予
算
配
分
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
今
後
基
金
も
活
用
で
き
た

ら
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
国
保
の
基
金

も
、
３
億
５
０
０
０
万
を
超

え
て
い
る
。
財
政
安
定
化
支

援
事
業
繰
出
金
の
繰
入
れ
を

減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

般
会
計
の
財
源
を
確
保
し
て

は
ど
う
か
。

町

　長

仁
科
英
議
員

仁
科
英
議
員

町

　長

　
　
　
　
交
付
税
算
入
部
分

は
、
国
保
会
計
に
繰
り
出
す

の
が
当
然
。

　
積
み
上
が
っ
た
分
を
税
額

を
下
げ
て
、
国
保
税
の
負
担

感
を
和
ら
げ
る
の
が
必
要
に

な
っ
て
き
た
と
の
考
え
で
、

令
和
４
年
度
単
年
で
国
保
税

率
を
下
げ
た
。

　
し
っ
か
り
精
査
し
て
、
国

保
会
計
が
安
定
的
に
運
営
さ

れ
る
こ
と
を
大
前
提
に
取
り

組
む
。

町

　長

居宅・生活介護、就労支援等扶助費他

社会福祉協議会、シルバー人材センター等への補助

後期高齢者医療療養給付費他

介護保険特別会計に

０～15歳を対象に給付

町内２園に給付

児童発達支援、放課後デーサービス支援等

子育て世帯へ給付の対応

まちづくり補助金、公会堂整備補助金等

ふるさと納税返礼事務委託料等

新型コロナウイルス対応ワクチン接種一連の事業費

町内小中学校の体育館に空調機32台の設置

東・中央公民館・西小の和式を洋式トイレに改装

園児、児童、生徒の学習・体験活動等を支援する為25人配置

道路小修繕、舗装等修繕工事等

道路新設改良工事、用地購入等

現地調査、測量等を実施（町内全域終了）他

元金、利子を含む町債償還金

奥迫池（古井）復旧工事請負費

水路等の改修工事等

里見地区の整備工事を実施　普及率68.8％

（ 民 生 費 ）

（ 民 生 費 ）

（ 民 生 費 ）

（ 民 生 費 ）

（ 民 生 費 ）

（ 民 生 費 ）

（ 民 生 費 ）

（ 民 生 費 ）

（ 総 務 費 ）

（ 総 務 費 ）

（ 衛 生 費 ）

（ 教 育 費 ）

（ 教 育 費 ）

（ 教 育 費 ）

（ 土 木 費 ）

（ 土 木 費 ）
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議
員

町
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条

　例

補

　正

　
　
　
　
　
お
金
を
投
資
し

た
り
、
時
に
は
無
理
を
し
て

も
町
の
た
め
に
な
る
と
思
え

ば
思
い
切
っ
た
こ
と
を
や
っ

て
も
ら
い
た
い
。
住
民
が
夢

や
希
望
が
持
て
る
行
政
で
な

け
れ
ば
困
る
。

　
町
有
地
は
買
え
る
と
き
は

思
い
切
っ
て
買
っ
て
も
ら
い

た
い
が
ど
う
か
。

思
い
切
っ
て
買
っ
て
も
ら
い
た
い
が

　
　
　
　
駐
車
場
用
地
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

開
発
業
者
と
話
し
合
い
が
あ

る
と
思
う
の
で
、
そ
う
い
う

考
え
で
話
を
進
め
た
い
。

　
た
だ
、
あ
ま
り
無
理
な
こ

と
は
出
来
な
い
。

　
一
定
の
と
こ
ろ
で
線
を
引

く
必
要
が
あ
る
。

平
野
議
員

町

　長

　
　
　
　
　
今
後
こ
う
い
う

災
害
が
あ
っ
た
と
き
は
ま
た

条
例
を
制
定
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
各
税
目
ご
と

で
の
減
免
要
綱
が
あ
る
の
で
、

整
備
す
る
。

災
害
が
あ
れ
ば
ま
た
制
定
か

　
　
　
　
　
他
の
条
例
に
、

廃
止
さ
れ
る
内
容
が
、
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
理
解
で
い

い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
廃
止
す
る
条

例
の
内
容
を
税
目
ご
と
の
減

免
要
綱
に
含
め
る
の
は
、
９

月
末
に
は
完
成
す
る
予
定
。

髙
田
議
員

髙
田
議
員

　
　
　
　
　
町
独
自
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
な
ど
、
コ
ロ
ナ
対
策

で
や
る
べ
き
こ
と
は
全
て
や

っ
た
の
か
。

　
　
　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
国

の
や
り
方
が
混
乱
が
少
な
く
、

保
健
所
や
医
療
機
関
の
負
担

を
軽
減
す
る
意
味
で
妥
当
だ

と
判
断
し
て
い
る
。

　
町
独
自
の
検
査
体
制
の
確

立
は
、
町
で
す
る
必
要
は
な

全
て
や
っ
た
の
かい

と
考
え
、
実
施
し
て
い
な

い
。

　
町
で
の
取
り
組
み
は
、
学

校
や
保
育
園
の
先
生
、
学
童

の
支
援
員
な
ど
に
使
え
る
抗

原
抗
体
キ
ッ
ト
は
購
入
し
て
、

必
要
な
と
き
に
実
施
を
し
た
。

　
町
と
し
て
で
き
る
限
り
の

対
策
は
取
っ
て
き
た
と
考
え

て
い
る
。

佐
藤
議
員

町

　長

　
　
　
　
　
歳
出
総
額
が
令

和
元
年
度
と
比
べ
、
14
億
円

多
く
使
っ
た
と
言
っ
た
が
、

14
億
円
全
て
を
コ
ロ
ナ
の
関

係
で
使
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

町
民
が
勘
違
い
す
る
の
で
訂

正
を
。 勘

違
い
す
る
の
で
訂
正
を

　
　
　
　
誤
解
を
招
い
た
点

は
訂
正
さ
せ
て
も
ら
う
。

　
総
括
質
疑
な
の
で
、
大
枠

で
説
明
を
し
た
。
今
後
き
ち

っ
と
説
明
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

眞
野
議
員

町

　長

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
度

の
基
金
３
億
増
は
、
や
り
た

い
事
業
、
や
ら
な
い
と
い
け

な
い
事
業
を
残
し
た
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　
や
り
た
い
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
、
し
か
し
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
職
員
が
頑
張
っ
て
く
れ
た
。

結
果
が
決
算
に
表
れ
て
い
る
。

　
基
金
は
、
将
来
必
要
に
な

っ
て
く
る
と
思
う
も
の
に
重

点
的
に
配
分
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
財
政
調
整
基

金
は
10
億
円
の
目
標
を
超
え

た
。
他
の
基
金
を
ど
れ
く
ら

い
ま
で
貯
め
て
い
く
の
か
。

　
今
後
ど
う
い
う
事
業
展
開

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
基
金
を
ど
れ
く
ら

い
貯
め
る
の
か
と
い
う
の
は
、

言
い
に
く
い
。

　
必
要
な
事
業
を
し
、
決
算

剰
余
金
が
出
た
ら
、
積
み
立

て
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え

今
後
の
事
業
展
開
は方

。
　
大
切
な
の
は
安
定
的
な
財

源
確
保
と
基
盤
整
備
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
人
は
財
産
。

基
金
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、

範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　
財
政
規
模
に
応
じ

て
事
業
を
し
て
い
る
。
必
要

な
こ
と
に
は
財
源
を
充
て
て

い
く
が
、
緊
急
性
と
重
要
性

を
勘
案
し
な
が
ら
、
今
後
、

社
会
の
経
済
情
勢
を
念
頭
に

置
き
、
慎
重
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
事
業
を
進
め
る
上
で
、
必

要
な
の
は
お
金
と
人
。

　
人
を
い
か
に
確
保
し
育
て

て
い
く
こ
と
が
、
里
庄
町
に

と
っ
て
大
切
。

仁
科
千
議
員

仁
科
千
議
員

町

　長

町

　長

仁
科
千
議
員

町

　長

町
条
例

一部
改
正

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る

災
害
被
災
者
に
対
す
る
町
税

の
減
免
に
関
す
る
条
例
等
を

廃
止
す
る
条
例

　
町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
こ
れ
ら
の
減

免
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
し

ま
す
。

職
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る

条
例

　
育
児
休
業
の
取
得
回
数
制

限
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

　
非
常
勤
職
員
も
、
育
児
休

業
の
取
得
要
件
の
緩
和
、
取

得
の
柔
軟
化
が
さ
れ
ま
す
。

里
庄
町
税
条
例

　
個
人
町
民
税
、
固
定
資
産

税
の
減
免
に
係
る
一
部
改
正

で
す
。

　
減
免
対
象
の
内
容
を
、
具

体
的
に
表
記
し
ま
し
た
。

　
届
け
出
の
期
限
に
つ
い
て

も
、（
納
期
限
前
７
日
）
を

（
納
期
限
ま
で
）
に
変
更
さ

れ
、
更
に
届
け
出
の
期
限
を

延
長
で
き
る
規
定
を
設
け
ま

し
た
。

介
護
保
険
条
例

　
減
免
対
象
者
に
、
拘
禁
及

び
行
方
不
明
を
追
加
し
ま
し

た
。

　
届
け
出
の
期
限
に
つ
い
て

○
普
通
徴
収
の
場
合
（
納
期

　
限
前
７
日
）
を
（
納
期
限

　
ま
で
）
に

○
特
別
徴
収
の
場
合
は
（
支

　
払
い
に
係
る
月
の
前
々
月

　
の
15
日
）
を
年
金
給
付
の

　（
支
払
日
ま
で
）
に

変
更
さ
れ
、
更
に
納
期
限
を

延
長
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
、
介
護

保
険
料
の
減
免
の
特
例
は
、

１
年
間
延
長
と
な
り
ま
す
。

質

　疑

町
民
課
参
事

町
民
課
参
事

落とすなゴールを目指せ（中学校）

待ちに待った運動会（里見保育園）

抗原検査キット

仁科英麿議員
　一般会計からの繰り出し金の減額71万
2000円は少なすぎる。232万5000円減額す
べき。国保会計の財政調整基金は3億5000
万円を超えている。交付税は他の事業に使
えばいい。

ここが反対！

繰り出しの減額が少なすぎる
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を

延
長
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
、
介
護

保
険
料
の
減
免
の
特
例
は
、

１
年
間
延
長
と
な
り
ま
す
。

質

　疑

町
民
課
参
事

町
民
課
参
事

落とすなゴールを目指せ（中学校）

待ちに待った運動会（里見保育園）

抗原検査キット

仁科英麿議員
　一般会計からの繰り出し金の減額71万
2000円は少なすぎる。232万5000円減額す
べき。国保会計の財政調整基金は3億5000
万円を超えている。交付税は他の事業に使
えばいい。

ここが反対！

繰り出しの減額が少なすぎる
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賛
否
表

請

　願

　
９
月
８
日
、
９
日
、
12
日

の
３
日
間
に
わ
た
り
、
慎
重

に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
里
庄
町
一
般

会
計
補
正
予
算
及
び
令
和
４

年
度
里
庄
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
の
２
件

に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、

そ
の
他
の
提
案
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
原
案
を
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

常
任
委
員
会
報
告

予
算
決
算
委
員
会

建
設
福
祉
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

　
共
に
請
願
各
1
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

「消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書採択の
お願い」は不採択

請　願 （総務文教・建設福祉委員会）

　小事業者やフリーランスの人にとってインボイ
スを取らないと取引から排除されるおそれがあ
ること、売上げ１０００万円以下でも消費税を
支払う必要があること、消費税の事務負担が増
えることなどから、景気の見通しが立たないこの
時期に制度実施について延期を求める。

請願主旨

　議員としての立場上、消費税を徴収しないと
いう方向には賛成できかねる。国が実施する制
度であり反対しても実施する。などの意見が出
て結果不採択と決しました。

総務文教委員会

建設福祉委員会

「医療・介護・保育・福祉などの職場で働くすべての労働者の
大幅賃上げを求める請願」は継続審査

　医療・介護・保育・福祉などの職場で働くすべての労働者の大幅賃上げを求める。介護・保育の給与
体系は低く、底上げをしないとその職種に就こうという人が少なくなるから賃上げをすべき。

請願主旨

　　医療・介護・保育・福祉などの業種だけに限定して、国費を使って全産業的な賃金ベースに上げよ
うということ自体間違い。他の中小企業の人はどうなのか。現在の賃金が本当に低いかどうか曖昧。平
均より低いから賃上げを求める大ざっぱな論法ではなく、労働内容等、職種によってどうなのか考慮し
て議論しなければならない。こうした審査内容を踏まえ、継続審査となりました。

佐藤耕三議員
　経済状況が厳しい中少なくとも延期をし
てほしい。
　業者の負担を大きくすれば廃業、そしてさ
らなる経済悪化につながる。
　請求書作成業務の負担が増える。

ここが賛成！

業者の負担が増える

賛 否 表

眞
野
博
文

○…賛成　×…反対　退…退席　欠…欠席

小
野
光
三

髙
田
卓
司

平
野
敏
弘

仁
科
英
麿

小
野
光
章

佐
藤
耕
三

藤
井
典
幸

仁
科
千
鶴
子

議決
結果議案名

議員名

注） 議長は採決に加わりません。（賛否が同数の場合を除く。）※継続審査に対する賛否を諮ったもの

議案第40号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第41号 里庄町税条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第42号 里庄町介護保険条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第43号 令和４年度里庄町一般会計補正予算（第５号） ○○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第44号 令和４年度里庄町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第45号 令和４年度里庄町介護老人保健施設特別会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第46号 令和４年度里庄町介護保険特別会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第47号 令和４年度里庄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第48号 令和４年度里庄町営墓地特別会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第49号 令和４年度里庄町水道事業会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第50号 令和４年度里庄町公共下水道事業会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第51号 令和３年度里庄町一般会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第52号 令和３年度里庄町国民健康保険特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第53号 令和３年度里庄町介護老人保健施設特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第54号 令和３年度里庄町育英奨学資金給与特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第55号 令和３年度里庄町介護保険特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第56号 令和３年度里庄町後期高齢者医療特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第57号 令和３年度里庄町営墓地特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第58号 令和３年度里庄町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第60号 岡山県西部地区養護老人ホーム組合の解散 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第61号 教育委員会委員の任命 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意
報告第６号 令和３年度里庄町の健全化判断比率及び資金不足比率の報告 -- - - - - - - - -

-- - - - - - - - -報告第7号 令和３年度教育委員会事務の点検及び評価に関する報告

9
月

議案第39号 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決平成30年７月豪雨による災害被害者に対する町税の
減免に関する条例等を廃止する条例の制定

議案第59号 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定令和３年度里庄町公共下水道事業会計剰余金の
処分及び決算の認定

請願第１号 ×× × × × × × ○ × 不採択「消費税インボイス制度の実施延期を求める意
見書」採択のお願い

請願第２号※ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 継続審査医療・介護・保育・福祉などの職場で働くすべての
労働者の大幅賃上げを求める請願

定
例
会

議案第62号 令和４年度里庄町一般会計補正予算（第６号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決10
月

臨
時
会

令
和
４
年
10
月
19
日
に
開

会
さ
れ
、
補
正
予
算
１
件

が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
住
民
税
均
等
割
非
課
税
の

世
帯
と
家
計
急
変
世
帯
を
対

象
に
、
５
万
円
の
支
給
が
あ

り
ま
す
。

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク

チ
ン
の
個
別
・
集
団
接
種
に

係
る
経
費
で
す
。

電
力・ガ
ス・食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金
事
業

　
　４
７
9
4
万
円

　
物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受

け
た
中
小
企
業
者
等
に
対
し
、

２
万
円
と
従
業
員
数
に
１
万

円
を
乗
じ
た
額
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

原
油
価
格・物
価
高
騰

対
策
支
援
事
業

　
　
４
０
０
２
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

　
　
５
５
２
９
万
円

臨時
　会
臨時
　会
臨時
　会

主
な
事
業

採択 不採択１：3

採択 不採択 継続審査
１： 1： 2

　
東
公
民
館
屋
上
の
防
水
工

事
を
行
い
ま
す
。

屋
根
防
水
改
修
工
事

　
　
２
４
９
１
万
円



里庄町議会だより　No.110̶ 9 ̶ ̶ 8 ̶里庄町議会だより　No.110

賛
否
表
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　願

　
９
月
８
日
、
９
日
、
12
日

の
３
日
間
に
わ
た
り
、
慎
重

に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
里
庄
町
一
般

会
計
補
正
予
算
及
び
令
和
４

年
度
里
庄
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
の
２
件

に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、

そ
の
他
の
提
案
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
原
案
を
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

常
任
委
員
会
報
告

予
算
決
算
委
員
会

建
設
福
祉
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

　
共
に
請
願
各
1
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

「消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書採択の
お願い」は不採択

請　願 （総務文教・建設福祉委員会）

　小事業者やフリーランスの人にとってインボイ
スを取らないと取引から排除されるおそれがあ
ること、売上げ１０００万円以下でも消費税を
支払う必要があること、消費税の事務負担が増
えることなどから、景気の見通しが立たないこの
時期に制度実施について延期を求める。

請願主旨

　議員としての立場上、消費税を徴収しないと
いう方向には賛成できかねる。国が実施する制
度であり反対しても実施する。などの意見が出
て結果不採択と決しました。

総務文教委員会

建設福祉委員会

「医療・介護・保育・福祉などの職場で働くすべての労働者の
大幅賃上げを求める請願」は継続審査

　医療・介護・保育・福祉などの職場で働くすべての労働者の大幅賃上げを求める。介護・保育の給与
体系は低く、底上げをしないとその職種に就こうという人が少なくなるから賃上げをすべき。

請願主旨

　　医療・介護・保育・福祉などの業種だけに限定して、国費を使って全産業的な賃金ベースに上げよ
うということ自体間違い。他の中小企業の人はどうなのか。現在の賃金が本当に低いかどうか曖昧。平
均より低いから賃上げを求める大ざっぱな論法ではなく、労働内容等、職種によってどうなのか考慮し
て議論しなければならない。こうした審査内容を踏まえ、継続審査となりました。

佐藤耕三議員
　経済状況が厳しい中少なくとも延期をし
てほしい。
　業者の負担を大きくすれば廃業、そしてさ
らなる経済悪化につながる。
　請求書作成業務の負担が増える。

ここが賛成！

業者の負担が増える

賛 否 表

眞
野
博
文

○…賛成　×…反対　退…退席　欠…欠席

小
野
光
三

髙
田
卓
司

平
野
敏
弘

仁
科
英
麿

小
野
光
章

佐
藤
耕
三

藤
井
典
幸

仁
科
千
鶴
子

議決
結果議案名

議員名

注） 議長は採決に加わりません。（賛否が同数の場合を除く。）※継続審査に対する賛否を諮ったもの

議案第40号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第41号 里庄町税条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第42号 里庄町介護保険条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第43号 令和４年度里庄町一般会計補正予算（第５号） ○○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第44号 令和４年度里庄町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第45号 令和４年度里庄町介護老人保健施設特別会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第46号 令和４年度里庄町介護保険特別会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第47号 令和４年度里庄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第48号 令和４年度里庄町営墓地特別会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第49号 令和４年度里庄町水道事業会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第50号 令和４年度里庄町公共下水道事業会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第51号 令和３年度里庄町一般会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第52号 令和３年度里庄町国民健康保険特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第53号 令和３年度里庄町介護老人保健施設特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第54号 令和３年度里庄町育英奨学資金給与特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第55号 令和３年度里庄町介護保険特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第56号 令和３年度里庄町後期高齢者医療特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第57号 令和３年度里庄町営墓地特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第58号 令和３年度里庄町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第60号 岡山県西部地区養護老人ホーム組合の解散 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第61号 教育委員会委員の任命 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意
報告第６号 令和３年度里庄町の健全化判断比率及び資金不足比率の報告 -- - - - - - - - -

-- - - - - - - - -報告第7号 令和３年度教育委員会事務の点検及び評価に関する報告

9
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議案第39号 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決平成30年７月豪雨による災害被害者に対する町税の
減免に関する条例等を廃止する条例の制定

議案第59号 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定令和３年度里庄町公共下水道事業会計剰余金の
処分及び決算の認定

請願第１号 ×× × × × × × ○ × 不採択「消費税インボイス制度の実施延期を求める意
見書」採択のお願い

請願第２号※ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 継続審査医療・介護・保育・福祉などの職場で働くすべての
労働者の大幅賃上げを求める請願

定
例
会

議案第62号 令和４年度里庄町一般会計補正予算（第６号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決10
月

臨
時
会

令
和
４
年
10
月
19
日
に
開

会
さ
れ
、
補
正
予
算
１
件

が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
住
民
税
均
等
割
非
課
税
の

世
帯
と
家
計
急
変
世
帯
を
対

象
に
、
５
万
円
の
支
給
が
あ

り
ま
す
。

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク

チ
ン
の
個
別
・
集
団
接
種
に

係
る
経
費
で
す
。

電
力・ガ
ス・食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金
事
業

　
　４
７
9
4
万
円

　
物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受

け
た
中
小
企
業
者
等
に
対
し
、

２
万
円
と
従
業
員
数
に
１
万

円
を
乗
じ
た
額
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

原
油
価
格・物
価
高
騰

対
策
支
援
事
業

　
　
４
０
０
２
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

　
　
５
５
２
９
万
円

臨時
　会
臨時
　会
臨時
　会

主
な
事
業

採択 不採択１：3

採択 不採択 継続審査
１： 1： 2

　
東
公
民
館
屋
上
の
防
水
工

事
を
行
い
ま
す
。

屋
根
防
水
改
修
工
事

　
　
２
４
９
１
万
円



避
難
所
で
も
ト
イ

レ
を
我
慢
す
る
こ

と
で
健
康
被
害
に
つ
な
が
る
。

中
学
校
の
ト
イ
レ
問
題
は
ト

イ
レ
を
改
修
し
な
い
限
り
改

善
し
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

中
学
校
の
ト
イ
レ

が
よ
い
環
境
に
あ

る
と
は
考
え
て
い
な
い
、
早

急
に
洋
式
化
を
進
め
、
子
ど

も
達
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
。

学
校
は
、
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
一
日

の
大
半
を
過
ご
す
生
活
の
場

で
あ
り
、
さ
ら
に
地
域
開
放

や
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し

て
も
重
要
な
施
設
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

　
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
が
著
し
く
低
い
。
改
修
し

な
い
理
由
や
今
後
の
計
画
を

聞
き
た
い
。学

校
施
設
の
洋
式

化
率
は
。

東
幼
稚
園
83
％

西
幼
稚
園
87
％

東
小
学
校
58
％

西
小
学
校
70
％

中
学
校
20
％学

校
ト
イ
レ
の
設

置
数
に
は
、
国
の

法
的
規
定
や
基
準
は
な
い
が
、

町
の
設
置
の
考
え
方
は
。

学
校
ト
イ
レ
の
設

置
数
は
、
給
排
水

衛
生
設
備
の
設
置
基
準
に
基

づ
き
算
定
を
行
っ
て
穴
数
を

出
し
て
い
る
。

中
学
校
の
ト
イ
レ

は
何
年
に
設
置
さ

れ
、
何
年
に
改
修
し
た
の
か
。

職
員
室
が
あ
る
３

階
建
て
は
昭
和
54

年
に
建
築
。
棟
内
ト
イ
レ
と

屋
内
運
動
場
の
玄
関
正
面
の

ト
イ
レ
２
か
所
を
設
置
、
改

修
は
し
て
い
な
い
。

中学校のトイレ改修は
　　　　町長／予算をつけて必ずやる

問問問

藤
井

　典
幸 

議
員

　
昭
和
44
年
に
、
運
動
場
に

面
し
た
２
階
建
て
の
教
室
棟

を
建
築
し
、
ト
イ
レ
２
か
所

を
設
置
。
平
成
10
年
に
一
部

洋
式
化
等
の
改
修
を
行
っ
た
。

全
国
平
均
の
洋
便

器
率
は
57
％
、
岡

山
県
49
％
、
里
庄
町
54
％
。

　
中
学
校
の
洋
便
器
率
20
％

は
非
常
に
低
い
と
思
う
が
ど

う
か
。

町
内
の
他
校
と
比

較
す
れ
ば
低
い
と

捉
え
て
い
る
。

ず
っ
と
悪
い
状
況

の
ま
ま
子
ど
も
達

は
我
慢
し
て
き
た
。

　
保
護
者
は
行
政
を
信
頼
し

て
子
ど
も
達
を
学
校
に
行
か

せ
て
い
る
と
思
う
が
。

教
育
施
設
は
非
常

に
重
要
な
施
設
。

　
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
学

校
活
動
が
行
え
る
環
境
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
。
で
き

る
だ
け
早
期
に
問
題
を
解
決

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

た
い
。 問問

中
学
校
の
ト
イ
レ

は
利
用
者
も
多
く
、

必
要
性
も
高
い
の
に
ト
イ
レ

改
修
を
何
年
も
先
送
り
し
て

き
た
の
は
な
ぜ
か
。

教
育
委
員
会
が
管

理
を
し
て
い
る
施

設
の
ほ
と
ん
ど
が
築
40
年
前

後
で
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
特
に
中
学
校
だ
け
を
先
送

り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

避
難
所
の
ト
イ
レ

問
題
は
、
健
康
被

害
と
衛
生
環
境
の
悪
化
を
も

た
ら
す
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
中
学
校
が
避
難
所
に
な
っ

た
場
合
、
外
か
ら
出
入
り
で

き
る
ト
イ
レ
は
１
か
所
で
男

女
と
も
に
洋
式
便
器
は
一
基

ず
つ
し
か
な
い
が
、
本
当
に

大
丈
夫
か
。避

難
場
所
の
ト
イ

レ
は
非
常
に
重
要

だ
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。

　
学
校
施
設
の
改
修
と
併
せ

て
、
避
難
所
と
し
て
の
機
能

も
考
え
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。 問

問問

問

　
今
後
の
ト
イ
レ
整
備
の
方

針
を
聞
き
た
い
。

中
学
校
の
ト
イ
レ

の
改
修
に
つ
い
て

は
予
算
を
つ
け
て
必
ず
や
る
。

　
教
育
施
設
の
改
修
は
、
教

育
施
設
整
備
改
修
基
金
に
積

立
て
を
し
て
、
計
画
的
に
施

設
の
整
備
に
当
た
っ
て
い
き

た
い
。

　
１
年
に
少
し
ず
つ
で
も
当

然
取
り
組
ん
で
い
く
。

教
育
委
員
会
と
し

て
、
早
急
に
気
持

ち
の
よ
い
ト
イ
レ
が
使
え
る

よ
う
に
施
設
整
備
に
向
け
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

町
長

町
長

里庄町
HP

会議録
閲覧・検索

里庄町
議会会議録

町議会

議会会議録は里庄町のホームページからご覧になれます
https://ssp.kaigiroku.net/tenant/satosho/pg/index.html

9月定例会

町
政
を
問
う

5人の議員が登壇して質問！

① 義務教育給食費の無償化を
② 新焼却場及び熱利用施設
③ 未登記道路の解消は

佐藤 耕三 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13P

① 引きこもりの人の見守り
② 防災対策
③ 空き家対策
④ 高齢者などへの冷房設備の補助

平野 敏弘 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12P

① 中学校のトイレの改修は 
藤井 典幸 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11P

① ため池事業の進捗状況は
② 行政改革を・・わかりやすい課の見直しと
　 人員配置を

仁科 千鶴子 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14P

① 新型コロナ感染症対策
② 新ごみ焼却施設建設事業（６回目）
③ 里庄町における公共交通計画策定の
 　進捗状況等

仁科 英麿 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15P

※一般質問の原稿は質問者が作成しています。

一般
質問
一般
質問
一般
質問教

委
事
務

局

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

総
務

課
長

教
育
長

改修を待つトイレ
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① 新型コロナ感染症対策
② 新ごみ焼却施設建設事業（６回目）
③ 里庄町における公共交通計画策定の
 　進捗状況等

仁科 英麿 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15P

※一般質問の原稿は質問者が作成しています。

一般
質問
一般
質問
一般
質問教

委
事
務

局

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

総
務

課
長

教
育
長

改修を待つトイレ



里庄町議会だより　No.110̶ 13 ̶ ̶ 12 ̶里庄町議会だより　No.110

一
般
質
問

埋
め
立
て
る
場
合

は
国
、
県
の
補
助

は
あ
る
か
。補

助
は
な
い
。

２
号
線
バ
イ
パ
ス

で
、
山
を
削
っ
て

い
る
が
、
台
風
の
よ
う
な
災

害
対
策
が
で
き
て
い
る
の
か
。

工
事
の
請
負
業
者

が
事
前
に
現
地
確

認
を
行
う
と
と
も
に
、
豪
雨

時
に
も
見
回
り
を
実
施
す
る

な
ど
の
防
災
対
策
を
行
っ
て

い
る
。

地
元
関
係
者
と
協

議
し
、
用
途
廃
止

に
対
す
る
意
向
を
確
認
し
、

受
益
者
の
同
意
を
得
た
後
、

た
め
池
を
用
途
廃
止
す
る
。

た
め
池
を
埋
め
立

て
る
の
に
予
算
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

玉
島
笠
岡
道
路
の

関
係
で
残
土
を
利

用
し
て
い
る
た
め
、
ほ
ぼ
お

金
を
か
け
ず
に
埋
め
て
い
き

た
い
。

た
め
池
は
、
誰
の

所
有
な
の
か
。
町

か
、
県
か
、
水
利
権
の
保
持

者
な
の
か
。ほ

と
ん
ど
が
町
の

も
の
、
個
人
の
た

め
池
も
あ
る
が
、
水
利
権
と

い
う
の
も
あ
る
。

埋
め
立
て
る
と
き

は
、
県
や
国
の
許

可
は
必
要
な
い
の
か
。

原
則
は
国
、
県
の

許
可
は
い
ら
な
い
。

防
災
を
考
え
る
と
、

必
要
の
な
い
た
め

池
を
埋
め
る
の
は
大
変
よ
い

こ
と
だ
と
思
う
が
、
町
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

一
般
質
問

平野　敏弘 議員

　
ひ
き
こ
も
り
の
把
握
は

　
　
　
　
　 
副
町
長
／
平
成
26
年
に
実
態
把
握

給食費は無償に
　　教育長／現時点では余裕はない

佐
藤

　耕
三 

議
員

温
浴
施
設
規
模
は

町
民
課
長
／
１
日
２
０
０
人
程
度
の
見
込
み

ひ
き
こ
も
り
や
障

が
い
者
の
面
倒
を

見
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
場

合
、
国
が
対
応
し
て
く
れ
る

の
か
。

町
で
状
況
を
把
握

し
て
い
る
場
合
は
、

町
や
県
が
介
入
で
き
る
が
全

く
情
報
が
な
い
場
合
難
し
い
。

重
度
の
障
が
い
者

は
町
内
に
何
人
ぐ

ら
い
い
る
の
か
。

平
成
26
年
に
15
件

の
実
態
把
握
を
行

い
、
う
ち
12
件
は
、
保
健
師

の
介
入
等
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
就

労
に
つ
な
げ
た
。

　
障
害
が
あ
り
介
助
が
な
け

れ
ば
生
活
が
困
難
な
方
、
在

宅
で
生
活
を
し
て
い
る
重
症

問問

心
身
障
が
い
者
は
６
人
。

面
倒
を
見
る
人
が

い
な
く
な
っ
た
場

合
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

親
亡
き
後
は
、
成

年
後
見
制
度
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
等
で
具
体

的
に
話
が
で
き
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。本

当
に
困
っ
て
い

る
人
で
、
後
見
人

制
度
利
用
者
は
何
人
い
る
か
。

後
見
制
度
の
利
用

者
は
10
人
程
度
。

町
は
訪
問
な
ど
し

て
い
る
の
か
。

相
談
が
あ
っ
た
場

合
、
訪
問
や
面
談

等
で
対
応
。

不要なため池は
　　農林建設課長／関係者と協議

問

問問問

憲
法
制
定
時
、
政

府
は
義
務
教
育
の

無
償
と
し
て
給
食
費
を
考
え

て
い
る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、

現
在
も
無
償
化
さ
れ
て
い
な

い
。

　
や
る
べ
き
こ
と
を
国
が
や

ら
な
い
な
ら
自
治
体
で
や
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

学
校
給
食
法
で
は

給
食
の
経
費
は
保

護
者
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

憲
法
の
観
点
か
ら

給
食
費
は
無
償
と

考
え
る
が
。義

務
教
育
は
無
償

化
と
あ
る
が
授
業

料
の
無
償
化
と
捉
え
て
い
る
。

　
財
政
的
余
裕
が
あ
れ
ば
や

り
た
い
が
、
現
時
点
で
は
そ

こ
ま
で
の
余
裕
は
な
い
。

問問

新
焼
却
場
と
熱
処

理
施
設
の
利
用
負

担
を
抑
え
る
検
討
は
。

搬
入
の
利
用
料
は

民
間
事
業
者
が
決

め
る
の
で
な
く
、
西
部
衛
生

組
合
が
決
め
る
。

　
熱
処
理
施
設
の
利
用
も
適

切
な
値
段
設
定
で
き
る
よ
う
、

町
も
意
見
す
る
。

熱
処
理
施
設
の
利

用
料
は
無
料
に
は

で
き
な
い
。

　
料
金
設
定
は
こ
れ
か
ら
議

論
す
る
。

温
浴
施
設
な
ど
の

要
望
は
あ
る
が
、

規
模
と
配
置
す
る
人
員
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

利
用
者
は
１
日
２

０
０
人
程
度
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
必
要
な
職
員
配
置
に
つ
い

て
は
現
在
承
知
し
て
い
な
い
。

問問

避
難
所
と
し
て
も

利
用
す
る
と
あ
る

が
、
土
砂
災
害
指
定
区
域
の

近
く
に
な
っ
て
い
る
が
ど
う

な
の
か
。

慎
重
に
見
極
め
る
。

現
時
点
で
言
え
る

の
は
、
温
浴
施
設
が
あ
る
の

で
長
期
化
す
る
場
合
の
避
難

所
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い

る
。

災
害
時
に
は
普
段

の
人
員
で
は
対
応

で
き
な
い
と
思
う
。
民
間
と

の
連
携
や
訓
練
が
必
要
で
は
。

訓
練
は
必
要
。
そ

れ
ら
も
念
頭
に
今

後
検
討
す
る
。

町
民

課
長

町
民

課
長

問問問

問問

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

　
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

困
っ
て
い
る
こ
と

や
町
に
対
す
る
要

望
を
聞
き
、
政
策
の
参
考
に

し
て
は
ど
う
か
。

相
談
窓
口
の
周
知

徹
底
、
地
域
の
人

へ
の
普
及
啓
発
、
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と

で
相
談
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
り
、
一
人
で
も
多
く
の
人

が
相
談
に
来
て
く
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

副
町
長

副
町
長

問

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

教
育
長

町
長

問問 総
務

課
長

総
務

課
長

道
路
の
未
登
記
部
分
は

 

農
林
建
設
課
／
基
本
的
に
寄
附

地
籍
調
査
に
よ
り

境
界
線
が
確
定
す

れ
ば
未
登
記
道
路
は
な
く
な

る
の
か
。

境
界
線
が
確
定
し

て
も
解
消
し
な
い
。

　
分
筆
登
記
や
所
有
権
移
転

等
の
手
続
き
が
完
了
し
て
解

消
さ
れ
る
。町

内
の
未
登
記
道

路
の
解
消
筆
数
と

そ
の
推
移
は
。

平
成
30
年
度
71
筆
、

令
和
元
年
度
65
筆
、

令
和
２
年
度
63
筆
、
令
和
３

年
度
51
筆
、
令
和
４
年
度
は

現
時
点
で
14
筆
解
消
し
た
。

　
現
時
点
で
残
っ
た
未
登
記

筆
数
は
１
８
６
筆
。
た
だ
送

り
込
み
が
一
か
所
残
っ
て
る

た
め
数
筆
増
え
る
か
も
し
れ

な
い
。 問問

未
登
記
道
路
が
あ

る
こ
と
で
生
じ
た

問
題
は
。

固
定
資
産
税
を
未

登
記
部
分
の
面
積

を
差
し
引
い
て
課
税
を
し
た

こ
と
が
あ
る
。

　
境
が
確
定
す
る
の
で
正
確

に
課
税
で
き
る
。

未
登
記
部
分
に
残

る
道
路
の
買
い
取

り
は
。

整
合
性
が
取
れ
な

く
な
る
の
で
基
本

的
に
寄
附
に
よ
り
所
有
権
移

転
登
記
を
し
て
い
る
。

問

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

問
農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
空
き
家
を
無
償
で
譲
り
受

け
、
希
望
者
に
斡
旋
し
た

ら
ど
う
か
。

Ａ
先
進
事
例
を
参
考
に
、
空

き
家
バ
ン
ク
を
検
討
し
て

い
る
。

Ｑ
高
齢
者
世
帯
に
、
ク
ー
ラ

ー
の
修
理
や
設
置
等
に
補

助
を
し
た
ら
ど
う
か
。

Ａ
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
補
助

を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。



里庄町議会だより　No.110̶ 13 ̶ ̶ 12 ̶里庄町議会だより　No.110

一
般
質
問

埋
め
立
て
る
場
合

は
国
、
県
の
補
助

は
あ
る
か
。補

助
は
な
い
。

２
号
線
バ
イ
パ
ス

で
、
山
を
削
っ
て

い
る
が
、
台
風
の
よ
う
な
災

害
対
策
が
で
き
て
い
る
の
か
。

工
事
の
請
負
業
者

が
事
前
に
現
地
確

認
を
行
う
と
と
も
に
、
豪
雨

時
に
も
見
回
り
を
実
施
す
る

な
ど
の
防
災
対
策
を
行
っ
て

い
る
。

地
元
関
係
者
と
協

議
し
、
用
途
廃
止

に
対
す
る
意
向
を
確
認
し
、

受
益
者
の
同
意
を
得
た
後
、

た
め
池
を
用
途
廃
止
す
る
。

た
め
池
を
埋
め
立

て
る
の
に
予
算
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

玉
島
笠
岡
道
路
の

関
係
で
残
土
を
利

用
し
て
い
る
た
め
、
ほ
ぼ
お

金
を
か
け
ず
に
埋
め
て
い
き

た
い
。

た
め
池
は
、
誰
の

所
有
な
の
か
。
町

か
、
県
か
、
水
利
権
の
保
持

者
な
の
か
。ほ

と
ん
ど
が
町
の

も
の
、
個
人
の
た

め
池
も
あ
る
が
、
水
利
権
と

い
う
の
も
あ
る
。

埋
め
立
て
る
と
き

は
、
県
や
国
の
許

可
は
必
要
な
い
の
か
。

原
則
は
国
、
県
の

許
可
は
い
ら
な
い
。

防
災
を
考
え
る
と
、

必
要
の
な
い
た
め

池
を
埋
め
る
の
は
大
変
よ
い

こ
と
だ
と
思
う
が
、
町
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

一
般
質
問

平野　敏弘 議員

　
ひ
き
こ
も
り
の
把
握
は

　
　
　
　
　 

副
町
長
／
平
成
26
年
に
実
態
把
握

給食費は無償に
　　教育長／現時点では余裕はない

佐
藤

　耕
三 

議
員

温
浴
施
設
規
模
は

町
民
課
長
／
１
日
２
０
０
人
程
度
の
見
込
み

ひ
き
こ
も
り
や
障

が
い
者
の
面
倒
を

見
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
場

合
、
国
が
対
応
し
て
く
れ
る

の
か
。

町
で
状
況
を
把
握

し
て
い
る
場
合
は
、

町
や
県
が
介
入
で
き
る
が
全

く
情
報
が
な
い
場
合
難
し
い
。

重
度
の
障
が
い
者

は
町
内
に
何
人
ぐ

ら
い
い
る
の
か
。

平
成
26
年
に
15
件

の
実
態
把
握
を
行

い
、
う
ち
12
件
は
、
保
健
師

の
介
入
等
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
就

労
に
つ
な
げ
た
。

　
障
害
が
あ
り
介
助
が
な
け

れ
ば
生
活
が
困
難
な
方
、
在

宅
で
生
活
を
し
て
い
る
重
症

問問

心
身
障
が
い
者
は
６
人
。

面
倒
を
見
る
人
が

い
な
く
な
っ
た
場

合
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

親
亡
き
後
は
、
成

年
後
見
制
度
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
等
で
具
体

的
に
話
が
で
き
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。本

当
に
困
っ
て
い

る
人
で
、
後
見
人

制
度
利
用
者
は
何
人
い
る
か
。

後
見
制
度
の
利
用

者
は
10
人
程
度
。

町
は
訪
問
な
ど
し

て
い
る
の
か
。

相
談
が
あ
っ
た
場

合
、
訪
問
や
面
談

等
で
対
応
。

不要なため池は
　　農林建設課長／関係者と協議

問

問問問

憲
法
制
定
時
、
政

府
は
義
務
教
育
の

無
償
と
し
て
給
食
費
を
考
え

て
い
る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、

現
在
も
無
償
化
さ
れ
て
い
な

い
。

　
や
る
べ
き
こ
と
を
国
が
や

ら
な
い
な
ら
自
治
体
で
や
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

学
校
給
食
法
で
は

給
食
の
経
費
は
保

護
者
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

憲
法
の
観
点
か
ら

給
食
費
は
無
償
と

考
え
る
が
。義

務
教
育
は
無
償

化
と
あ
る
が
授
業

料
の
無
償
化
と
捉
え
て
い
る
。

　
財
政
的
余
裕
が
あ
れ
ば
や

り
た
い
が
、
現
時
点
で
は
そ

こ
ま
で
の
余
裕
は
な
い
。

問問

新
焼
却
場
と
熱
処

理
施
設
の
利
用
負

担
を
抑
え
る
検
討
は
。

搬
入
の
利
用
料
は

民
間
事
業
者
が
決

め
る
の
で
な
く
、
西
部
衛
生

組
合
が
決
め
る
。

　
熱
処
理
施
設
の
利
用
も
適

切
な
値
段
設
定
で
き
る
よ
う
、

町
も
意
見
す
る
。

熱
処
理
施
設
の
利

用
料
は
無
料
に
は

で
き
な
い
。

　
料
金
設
定
は
こ
れ
か
ら
議

論
す
る
。

温
浴
施
設
な
ど
の

要
望
は
あ
る
が
、

規
模
と
配
置
す
る
人
員
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

利
用
者
は
１
日
２

０
０
人
程
度
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
必
要
な
職
員
配
置
に
つ
い

て
は
現
在
承
知
し
て
い
な
い
。

問問

避
難
所
と
し
て
も

利
用
す
る
と
あ
る

が
、
土
砂
災
害
指
定
区
域
の

近
く
に
な
っ
て
い
る
が
ど
う

な
の
か
。

慎
重
に
見
極
め
る
。

現
時
点
で
言
え
る

の
は
、
温
浴
施
設
が
あ
る
の

で
長
期
化
す
る
場
合
の
避
難

所
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い

る
。

災
害
時
に
は
普
段

の
人
員
で
は
対
応

で
き
な
い
と
思
う
。
民
間
と

の
連
携
や
訓
練
が
必
要
で
は
。

訓
練
は
必
要
。
そ

れ
ら
も
念
頭
に
今

後
検
討
す
る
。

町
民

課
長

町
民

課
長

問問問

問問

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

　
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

困
っ
て
い
る
こ
と

や
町
に
対
す
る
要

望
を
聞
き
、
政
策
の
参
考
に

し
て
は
ど
う
か
。

相
談
窓
口
の
周
知

徹
底
、
地
域
の
人

へ
の
普
及
啓
発
、
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と

で
相
談
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
り
、
一
人
で
も
多
く
の
人

が
相
談
に
来
て
く
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

副
町
長

副
町
長

問

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

教
育
長

町
長

問問 総
務

課
長

総
務

課
長

道
路
の
未
登
記
部
分
は

 

農
林
建
設
課
／
基
本
的
に
寄
附

地
籍
調
査
に
よ
り

境
界
線
が
確
定
す

れ
ば
未
登
記
道
路
は
な
く
な

る
の
か
。

境
界
線
が
確
定
し

て
も
解
消
し
な
い
。

　
分
筆
登
記
や
所
有
権
移
転

等
の
手
続
き
が
完
了
し
て
解

消
さ
れ
る
。町

内
の
未
登
記
道

路
の
解
消
筆
数
と

そ
の
推
移
は
。

平
成
30
年
度
71
筆
、

令
和
元
年
度
65
筆
、

令
和
２
年
度
63
筆
、
令
和
３

年
度
51
筆
、
令
和
４
年
度
は

現
時
点
で
14
筆
解
消
し
た
。

　
現
時
点
で
残
っ
た
未
登
記

筆
数
は
１
８
６
筆
。
た
だ
送

り
込
み
が
一
か
所
残
っ
て
る

た
め
数
筆
増
え
る
か
も
し
れ

な
い
。 問問

未
登
記
道
路
が
あ

る
こ
と
で
生
じ
た

問
題
は
。

固
定
資
産
税
を
未

登
記
部
分
の
面
積

を
差
し
引
い
て
課
税
を
し
た

こ
と
が
あ
る
。

　
境
が
確
定
す
る
の
で
正
確

に
課
税
で
き
る
。

未
登
記
部
分
に
残

る
道
路
の
買
い
取

り
は
。

整
合
性
が
取
れ
な

く
な
る
の
で
基
本

的
に
寄
附
に
よ
り
所
有
権
移

転
登
記
を
し
て
い
る
。

問

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

問
農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
空
き
家
を
無
償
で
譲
り
受

け
、
希
望
者
に
斡
旋
し
た

ら
ど
う
か
。

Ａ
先
進
事
例
を
参
考
に
、
空

き
家
バ
ン
ク
を
検
討
し
て

い
る
。

Ｑ
高
齢
者
世
帯
に
、
ク
ー
ラ

ー
の
修
理
や
設
置
等
に
補

助
を
し
た
ら
ど
う
か
。

Ａ
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
補
助

を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。



の
子
ど
も
ま
で
小
児
医
療
費

給
付
な
ど
、
将
来
へ
の
投
資

に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
す

る
。

他
の
自
治
体
は
子

ど
も
の
こ
と
は
同

じ
課
と
な
っ
て
い
る
が
、
里

庄
は
健
康
福
祉
課
と
教
育
委

員
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
理
由
は
。

人
員
、
場
所
の
ス

ペ
ー
ス
を
検
討
し

た
結
果
、
現
在
の
体
制
と
な

っ
た
。

健
康
福
祉
課
は
子

ど
も
関
係
と
福
祉

関
係
が
あ
る
。
職
員
が
働
き

や
す
い
職
場
と
し
て
の
行
政

改
革
は
。

健
康
福
祉
課
に
子

ど
も
総
合
支
援
拠

点
が
あ
る
こ
と
で
非
常
に
い

い
運
営
が
で
き
て
い
る
。

　
現
状
の
中
で
、
ど
う
す
れ

ば
住
民
が
利
便
性
を
感
じ
る

体
制
を
作
っ
て
い
け
る
か
考

え
対
応
す
る
。

町
民
課
で
対
応
。

転
入
セ
ッ
ト
、
斎

場
の
利
用
の
案
内
、
結
婚
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
、
出
産
、
離
婚

時
の
支
援
制
度
等
の
案
内
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
手
続
き

の
た
め
に
、
他
の
課
に
丁
寧

に
案
内
し
て
い
る
。

手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
は
で
き
て
い
る
の
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
率
が

５
割
な
の
で
思
っ
た
よ
う
に

い
か
な
い
。ふ

る
さ
と
納
税
の

寄
付
金
が
多
く
な

り
仕
事
が
増
え
て
い
る
。
職

員
人
数
を
増
や
さ
な
い
の
か
。

定
員
が
い
っ
ぱ
い

な
の
で
、
定
数
見

直
し
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

寄
付
金
を
生
か
す

事
業
展
開
は
。

高
齢
者
対
策
を
は

じ
め
と
し
た
事
業

展
開
。
10
月
か
ら
18
歳
未
満

防
災
上
か
ら
見
て
、

廃
止
し
て
埋
立
て

た
方
が
い
い
と
思
う
池
は
あ

る
の
か
。

　
そ
の
理
由
は
。

地
元
で
草
刈
り
等

の
管
理
、
日
常
管

理
が
出
来
な
く
な
っ
た
た
め

池
に
つ
い
て
は
、
用
途
廃
止

等
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

直
し
方
や
埋
め
方
や
用
途
廃

止
の
仕
方
を
皆
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

仁
科

　英
麿 

議
員

仁科千鶴子 議員

　町
内
42
か
所
あ
る

　
　防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　農
林
建
設
課
長
／
被
害
が
及
ぶ
と
こ
ろ
の
池

職員人数を増やさないのか
　　　　町長／定数見直しに取り組む

現
在
の
た
め
池
の

数
は
。

　
廃
止
し
た
池
と
埋
立
て
た

池
の
数
。
ま
た
利
用
内
容
は
。

95
か
所
あ
っ
た
が
、

10
年
間
で
14
か
所

の
た
め
池
を
用
途
廃
止
し
、

現
在
は
81
か
所
と
な
っ
た
。

14
か
所
の
内
、
埋
立
を
し
て

い
る
の
は
、
８
か
所
。

　
公
会
堂
、
公
園
、
駐
車
場

な
ど
地
元
と
維
持
管
理
を
含

め
た
調
整
を
図
り
、
用
途
を

決
め
る
。

防
災
重
点
農
業
用

た
め
池
の
定
義
は
。

決
壊
し
た
場
合
の

浸
水
区
域
に
家
屋

や
公
共
施
設
等
が
存
在
し
、

人
的
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ

の
あ
る
た
め
池
。
国
が
示
す

問

選
定
基
準
４
点
の
い
ず
れ
か

の
条
件
を
満
た
す
た
め
池
は
、

町
内
に
42
か
所
あ
る
。

42
か
所
あ
る
防
災

重
点
農
業
用
た
め

池
は
、
危
な
い
地
域
と
い
う

理
解
で
い
い
の
か
。

被
害
が
及
ぶ
と
こ

ろ
の
池
。

分
館
に
詳
し
く
説

明
し
て
い
る
の
か
。

分
館
長
任
せ
で
は
な
い
の
か
。

分
館
長
に
は
、
用

途
廃
止
を
し
た
方

が
い
い
と
思
う
池
の
意
向
を

聞
い
て
い
る
。

　
町
と
し
て
特
に
危
険
な
た

め
池
に
つ
い
て
は
、
説
明
に

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

が
出
て
く
る
と
思
う
。

問

食料の配布など縮小していないか
　副町長／縮小しているとは聞いていない

里
庄
町
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染

者
が
、
お
盆
前
後
か
ら
大
爆

発
し
て
い
る
。

　
対
策
に
つ
い
て
、
町
長
は
、

国
、
県
と
市
町
村
の
役
割
分

担
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

国
は
先
を
見
据
え

た
政
策
及
び
予
算

の
確
保
等
を
行
い
、
県
は
、

国
の
方
針
を
受
け
、
地
域
の

実
情
に
即
し
た
対
策
を
推
進
。

　
市
町
村
は
、
国
及
び
県
の

要
請
に
応
じ
て
適
宜
協
力
。

　
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
。

県
は
、
食
料
の
配

付
や
在
宅
サ
ポ
ー

ト
も
縮
小
し
て
い
る
と
聞
く

が
、
む
し
ろ
、
濃
厚
接
触
者

に
も
広
げ
て
欲
し
い
し
、
買

物
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
欲
し
い
。

県
か
ら
協
力
要
請

が
あ
れ
ば
考
え
る
。

縮
小
し
て
い
る
と

は
聞
い
て
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
へ
の
対

応
も
、
町
の
仕
事
で
は
。

問問

県
か
ら
の
情
報
提

供
な
ど
、
き
ち
っ

ど
こ
の
課
に
行
け

ば
い
い
の
か
分
か

り
に
く
い
と
の
声
が
あ
る
。

　
総
合
的
窓
口
は
。

問

問問

問 町
長

町
長

町
長

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
公
共
交
通
計
画
に
は
、
高

齢
者
で
、
今
後
運
転
免
許

を
返
上
す
る
人
や
助
成
対

象
外
の
人
の
意
見
を
反
映

す
る
仕
組
み
を
作
る
べ
き
。

Ａ
40
代
か
ら
70
代
ま
で
、
幅

広
い
意
見
を
聞
け
る
よ
う

構
成
し
て
い
る
。　
　
　

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

問

問

問
農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

町
民

課
長

町
民

課
長

町
長

町
長

問

問問

総
務

課
長

総
務

課
長

副
町
長

再
度
パ
ブ
コ
メ
す
べ
き
で
は

町
民
課
長
／
そ
の
予
定
は
な
い

６
月
議
会
で
、
新

ご
み
焼
却
施
設
で

排
出
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
が
自
主
基
準
値
を
オ
ー
バ

ー
し
た
ら
、
そ
れ
は
管
理
者

及
び
副
管
理
者
の
責
任
だ
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
ど
う

い
う
責
任
を
取
る
の
か
。

情
報
の
公
開
と
速

や
か
な
対
策
な
ど
。

政
治
家
が
責
任
を

取
る
と
い
う
の
は
、

も
っ
と
違
っ
た
意
味
だ
と
思

う
が
。

政
治
家
と
し
て
の

責
任
の
あ
り
方
は

そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
の
は
、
私
は
ち
ょ
っ
と
理

解
で
き
な
い
。

７
月
23
日
の
朝
刊

に
、
西
部
衛
生
組

問問

合
が
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
大
阪
支
店
と
１
３
６
億

円
で
建
設
契
約
を
結
ん
だ
、

ま
た
、
運
営
を
エ
コ
サ
ー
ビ

ス
井
笠
に
委
託
す
る
こ
と
も

決
め
た
と
載
っ
て
い
た
。

　
議
会
や
町
民
に
は
、
ど
う

い
う
方
法
で
説
明
す
る
の
か
。

広
報
紙
等
で
関
連

記
事
を
掲
載
。

全
体
事
業
費
、
財

源
内
訳
、
最
終
的

な
里
庄
町
の
負
担
額
な
ど
は
。

建
設
費
１
４
６
億

円
（
環
境
影
響
評

価
調
査
や
基
本
計
画
作
成
の

委
託
料
を
含
む
）、
20
年
間
の

運
営
管
理
費
88
億
円
で
、
総

事
業
費
は
２
３
４
億
円
。

　
里
庄
町
の
純
粋
な
持
出
し

は
、
建
設
費
の
う
ち
の
５
・

２
億
円
。

応
募
は
１
社
だ
け

は
ど
う
考
え
る
か
。

今
は
資
料
が
無
い
。

答
弁
で
き
な
い
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
０

・
05
は
、
本
当
に

守
れ
る
確
認
は
で
き
た
の
か
。

具
体
的
か
つ
有
効

な
提
案
が
出
て
お

り
、
実
現
可
能
と
判
断
。

交
通
量
の
増
加
見

込
み
と
、
対
策
は
。

ご
み
搬
入
に
よ
り

６
４
０
台
増
加
。

交
差
点
改
良
工
事
等
を
実
施
。

30
秒
に
１
台
近
い

増
加
。

　
そ
れ
に
、
熱
利
用
施
設
に

よ
る
増
加
が
加
わ
る
。

　
路
線
新
設
は
し
な
い
の
か
。

　
待
機
、
す
れ
違
い
場
所
の

新
設
・
確
保
、
一
方
通
行
や

ス
ピ
ー
ド
制
限
は
。

路
線
の
新
設
は
、

考
え
て
い
な
い
。

６
１
３
号
線
を
２

車
線
に
す
る
の
で
、

他
の
こ
と
は
考
え
て
な
い
。

町
長

町
長

町
民

課
長

町
民

課
長

町
民

課
長

町
民

課
長

問

問問問問
副
町
長

問

寄
島
や
大
島
に
抜

け
る
道
も
考
え
て
。

　
熱
利
用
施
設
は
、
施
設
内

容
、
建
設
費
、
収
支
な
ど
を

も
っ
と
具
体
的
に
示
し
て
、

再
度
パ
ブ
コ
メ
す
べ
き
で
は
。

組
合
が
き
ち
ん
と

進
め
て
お
り
、
そ

の
予
定
は
な
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
が
で

た
ら
め
。
も
っ
と

き
ち
っ
と
市
場
調
査
す
べ
き
。

　
里
庄
町
の
持
ち
出
し
は
無

く
し
て
、
売
電
収
入
で
賄
う

よ
う
努
力
す
る
べ
き
。

　
真
剣
に
考
え
る
べ
き
。
こ

れ
は
、
大
変
な
事
業
だ
か
ら
。

慎
重
に
、
真
剣
に

取
組
む
。

町
民

課
長

農
林
建
設

課

　
　長

問問 町
民

課
長

町
長

と
し
た
約
束
が
な
け
れ
ば
、

我
々
も
動
け
な
い
。



の
子
ど
も
ま
で
小
児
医
療
費

給
付
な
ど
、
将
来
へ
の
投
資

に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
す

る
。

他
の
自
治
体
は
子

ど
も
の
こ
と
は
同

じ
課
と
な
っ
て
い
る
が
、
里

庄
は
健
康
福
祉
課
と
教
育
委

員
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
理
由
は
。

人
員
、
場
所
の
ス

ペ
ー
ス
を
検
討
し

た
結
果
、
現
在
の
体
制
と
な

っ
た
。

健
康
福
祉
課
は
子

ど
も
関
係
と
福
祉

関
係
が
あ
る
。
職
員
が
働
き

や
す
い
職
場
と
し
て
の
行
政

改
革
は
。

健
康
福
祉
課
に
子

ど
も
総
合
支
援
拠

点
が
あ
る
こ
と
で
非
常
に
い

い
運
営
が
で
き
て
い
る
。

　
現
状
の
中
で
、
ど
う
す
れ

ば
住
民
が
利
便
性
を
感
じ
る

体
制
を
作
っ
て
い
け
る
か
考

え
対
応
す
る
。

町
民
課
で
対
応
。

転
入
セ
ッ
ト
、
斎

場
の
利
用
の
案
内
、
結
婚
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
、
出
産
、
離
婚

時
の
支
援
制
度
等
の
案
内
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
手
続
き

の
た
め
に
、
他
の
課
に
丁
寧

に
案
内
し
て
い
る
。

手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
は
で
き
て
い
る
の
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
率
が

５
割
な
の
で
思
っ
た
よ
う
に

い
か
な
い
。ふ

る
さ
と
納
税
の

寄
付
金
が
多
く
な

り
仕
事
が
増
え
て
い
る
。
職

員
人
数
を
増
や
さ
な
い
の
か
。

定
員
が
い
っ
ぱ
い

な
の
で
、
定
数
見

直
し
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

寄
付
金
を
生
か
す

事
業
展
開
は
。

高
齢
者
対
策
を
は

じ
め
と
し
た
事
業

展
開
。
10
月
か
ら
18
歳
未
満

防
災
上
か
ら
見
て
、

廃
止
し
て
埋
立
て

た
方
が
い
い
と
思
う
池
は
あ

る
の
か
。

　
そ
の
理
由
は
。

地
元
で
草
刈
り
等

の
管
理
、
日
常
管

理
が
出
来
な
く
な
っ
た
た
め

池
に
つ
い
て
は
、
用
途
廃
止

等
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

直
し
方
や
埋
め
方
や
用
途
廃

止
の
仕
方
を
皆
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

仁
科

　英
麿 

議
員

仁科千鶴子 議員

　町
内
42
か
所
あ
る

　
　防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　農
林
建
設
課
長
／
被
害
が
及
ぶ
と
こ
ろ
の
池

職員人数を増やさないのか
　　　　町長／定数見直しに取り組む

現
在
の
た
め
池
の

数
は
。

　
廃
止
し
た
池
と
埋
立
て
た

池
の
数
。
ま
た
利
用
内
容
は
。

95
か
所
あ
っ
た
が
、

10
年
間
で
14
か
所

の
た
め
池
を
用
途
廃
止
し
、

現
在
は
81
か
所
と
な
っ
た
。

14
か
所
の
内
、
埋
立
を
し
て

い
る
の
は
、
８
か
所
。

　
公
会
堂
、
公
園
、
駐
車
場

な
ど
地
元
と
維
持
管
理
を
含

め
た
調
整
を
図
り
、
用
途
を

決
め
る
。

防
災
重
点
農
業
用

た
め
池
の
定
義
は
。

決
壊
し
た
場
合
の

浸
水
区
域
に
家
屋

や
公
共
施
設
等
が
存
在
し
、

人
的
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ

の
あ
る
た
め
池
。
国
が
示
す

問

選
定
基
準
４
点
の
い
ず
れ
か

の
条
件
を
満
た
す
た
め
池
は
、

町
内
に
42
か
所
あ
る
。

42
か
所
あ
る
防
災

重
点
農
業
用
た
め

池
は
、
危
な
い
地
域
と
い
う

理
解
で
い
い
の
か
。

被
害
が
及
ぶ
と
こ

ろ
の
池
。

分
館
に
詳
し
く
説

明
し
て
い
る
の
か
。

分
館
長
任
せ
で
は
な
い
の
か
。

分
館
長
に
は
、
用

途
廃
止
を
し
た
方

が
い
い
と
思
う
池
の
意
向
を

聞
い
て
い
る
。

　
町
と
し
て
特
に
危
険
な
た

め
池
に
つ
い
て
は
、
説
明
に

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

が
出
て
く
る
と
思
う
。

問

食料の配布など縮小していないか
　副町長／縮小しているとは聞いていない

里
庄
町
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染

者
が
、
お
盆
前
後
か
ら
大
爆

発
し
て
い
る
。

　
対
策
に
つ
い
て
、
町
長
は
、

国
、
県
と
市
町
村
の
役
割
分

担
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

国
は
先
を
見
据
え

た
政
策
及
び
予
算

の
確
保
等
を
行
い
、
県
は
、

国
の
方
針
を
受
け
、
地
域
の

実
情
に
即
し
た
対
策
を
推
進
。

　
市
町
村
は
、
国
及
び
県
の

要
請
に
応
じ
て
適
宜
協
力
。

　
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
。

県
は
、
食
料
の
配

付
や
在
宅
サ
ポ
ー

ト
も
縮
小
し
て
い
る
と
聞
く

が
、
む
し
ろ
、
濃
厚
接
触
者

に
も
広
げ
て
欲
し
い
し
、
買

物
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
欲
し
い
。

県
か
ら
協
力
要
請

が
あ
れ
ば
考
え
る
。

縮
小
し
て
い
る
と

は
聞
い
て
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
へ
の
対

応
も
、
町
の
仕
事
で
は
。

問問

県
か
ら
の
情
報
提

供
な
ど
、
き
ち
っ

ど
こ
の
課
に
行
け

ば
い
い
の
か
分
か

り
に
く
い
と
の
声
が
あ
る
。

　
総
合
的
窓
口
は
。

問

問問

問 町
長

町
長

町
長

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
公
共
交
通
計
画
に
は
、
高

齢
者
で
、
今
後
運
転
免
許

を
返
上
す
る
人
や
助
成
対

象
外
の
人
の
意
見
を
反
映

す
る
仕
組
み
を
作
る
べ
き
。

Ａ
40
代
か
ら
70
代
ま
で
、
幅

広
い
意
見
を
聞
け
る
よ
う

構
成
し
て
い
る
。　
　
　

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

問

問

問
農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

町
民

課
長

町
民

課
長

町
長

町
長

問

問問

総
務

課
長

総
務

課
長

副
町
長

再
度
パ
ブ
コ
メ
す
べ
き
で
は

町
民
課
長
／
そ
の
予
定
は
な
い

６
月
議
会
で
、
新

ご
み
焼
却
施
設
で

排
出
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
が
自
主
基
準
値
を
オ
ー
バ

ー
し
た
ら
、
そ
れ
は
管
理
者

及
び
副
管
理
者
の
責
任
だ
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
ど
う

い
う
責
任
を
取
る
の
か
。

情
報
の
公
開
と
速

や
か
な
対
策
な
ど
。

政
治
家
が
責
任
を

取
る
と
い
う
の
は
、

も
っ
と
違
っ
た
意
味
だ
と
思

う
が
。

政
治
家
と
し
て
の

責
任
の
あ
り
方
は

そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
の
は
、
私
は
ち
ょ
っ
と
理

解
で
き
な
い
。

７
月
23
日
の
朝
刊

に
、
西
部
衛
生
組

問問

合
が
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
大
阪
支
店
と
１
３
６
億

円
で
建
設
契
約
を
結
ん
だ
、

ま
た
、
運
営
を
エ
コ
サ
ー
ビ

ス
井
笠
に
委
託
す
る
こ
と
も

決
め
た
と
載
っ
て
い
た
。

　
議
会
や
町
民
に
は
、
ど
う

い
う
方
法
で
説
明
す
る
の
か
。

広
報
紙
等
で
関
連

記
事
を
掲
載
。

全
体
事
業
費
、
財

源
内
訳
、
最
終
的

な
里
庄
町
の
負
担
額
な
ど
は
。

建
設
費
１
４
６
億

円
（
環
境
影
響
評

価
調
査
や
基
本
計
画
作
成
の

委
託
料
を
含
む
）、
20
年
間
の

運
営
管
理
費
88
億
円
で
、
総

事
業
費
は
２
３
４
億
円
。

　
里
庄
町
の
純
粋
な
持
出
し

は
、
建
設
費
の
う
ち
の
５
・

２
億
円
。

応
募
は
１
社
だ
け

は
ど
う
考
え
る
か
。

今
は
資
料
が
無
い
。

答
弁
で
き
な
い
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
０

・
05
は
、
本
当
に

守
れ
る
確
認
は
で
き
た
の
か
。

具
体
的
か
つ
有
効

な
提
案
が
出
て
お

り
、
実
現
可
能
と
判
断
。

交
通
量
の
増
加
見

込
み
と
、
対
策
は
。

ご
み
搬
入
に
よ
り

６
４
０
台
増
加
。

交
差
点
改
良
工
事
等
を
実
施
。

30
秒
に
１
台
近
い

増
加
。

　
そ
れ
に
、
熱
利
用
施
設
に

よ
る
増
加
が
加
わ
る
。

　
路
線
新
設
は
し
な
い
の
か
。

　
待
機
、
す
れ
違
い
場
所
の

新
設
・
確
保
、
一
方
通
行
や

ス
ピ
ー
ド
制
限
は
。

路
線
の
新
設
は
、

考
え
て
い
な
い
。

６
１
３
号
線
を
２

車
線
に
す
る
の
で
、

他
の
こ
と
は
考
え
て
な
い
。

町
長

町
長

町
民

課
長

町
民

課
長

町
民

課
長

町
民

課
長

問

問問問問
副
町
長

問

寄
島
や
大
島
に
抜

け
る
道
も
考
え
て
。

　
熱
利
用
施
設
は
、
施
設
内

容
、
建
設
費
、
収
支
な
ど
を

も
っ
と
具
体
的
に
示
し
て
、

再
度
パ
ブ
コ
メ
す
べ
き
で
は
。

組
合
が
き
ち
ん
と

進
め
て
お
り
、
そ

の
予
定
は
な
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
が
で

た
ら
め
。
も
っ
と

き
ち
っ
と
市
場
調
査
す
べ
き
。

　
里
庄
町
の
持
ち
出
し
は
無

く
し
て
、
売
電
収
入
で
賄
う

よ
う
努
力
す
る
べ
き
。

　
真
剣
に
考
え
る
べ
き
。
こ

れ
は
、
大
変
な
事
業
だ
か
ら
。

慎
重
に
、
真
剣
に

取
組
む
。

町
民

課
長

農
林
建
設

課

　
　長

問問 町
民

課
長

町
長

と
し
た
約
束
が
な
け
れ
ば
、

我
々
も
動
け
な
い
。
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文
化
協
会
絵
画
部
は
、
講

師
と
し
て
才
野
皓
弘
先
生
を

お
迎
え
し
て
、
二
十
五
年
経

ち
ま
す
。
月
1
回
の
定
例
会

で
、
各
人
の
個
性
を
生
か
し

た
指
導
を
受
け
て
い
る
グ
ル

ー
プ
（
あ
し
べ
会
）
と
、
他

の
講
師
に
習
っ
て
い
る
人
、

個
人
で
活
動
し
て
い
る
人
達

の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成

し
て
お
り
ま
す
。

　
あ
し
べ
会
で
は
、
０
号
の

小
さ
い
作
品
か
ら
50
号
の
大

き
な
作
品
ま
で
、
静
物
、
風

景
、
人
物
等
自
分
が
描
き
た

い
物
、
感
動
し
た
事
等
を
絵

に
し
て
い
ま
す
。
楽
し
く
描

く
事
が
目
標
で
す
が
、
作
品

作
り
に
苦
悩
し
な
が
ら
、
ま

た
出
来
上
が
っ
た
作
品
に
喜

び
を
共
有
し
な
が
ら
、
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
て
制
作
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
時
間

を
忘
れ
て
没
頭
し
て
描
く
の

も
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
。

　
主
な
活
動
は
、
４
月
に
あ

し
べ
会
絵
画
展
、
11
月
に
町

の
産
業
文
化
祭
の
作
品
展
、

笠
岡
ワ
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
の
展
示
に
、
公
募
展
に
も

挑
戦
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

個
人
で
は
郵
便
局
、
病
院
等

に
作
品
を
展
示
し
て
多
く
の

方
々
に
見
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
年
1
回
の
ス
ケ
ッ
チ
旅
行

は
コ
ロ
ナ
禍
で
行
く
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
が
、
美
術
館
へ

出
向
き
、
絵
画
鑑
賞
は
会
員

と
の
親
睦
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
油
絵
の
利
点
は
、
油
絵
具

が
乾
い
た
ら
、
何
度
で
も
書

き
直
し
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
油
絵
を
始
め
て
み
よ
う
と

思
う
方
、
水
彩
画
か
ら
始
め

よ
う
と
思
わ
れ
る
方
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
是
非

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

シ
リー
ズ 活活動動こんなこんな しています！しています！

第８回

（仁科千）
（10）……………………………………………町政を問う！（5人が登壇）
（16）………………シリーズ こんな活動をしています（文化協会 絵画部）

里
庄
町
文
化
協
会

　
　
　
　
　絵
画
部

………………………………………………………（5）令和4年度補正予算
………………………………………………………………（8）請願審査2件

おいしい米を作るぞ！おいしい米を作るぞ！


